
厚⽣労働科学研究費補助⾦ エイズ対策政策研究事業 総合研究報告書 
MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介⼊に関する研究 

 

近近畿畿ににおおけけるる MMSSMM にに対対すするる検検査査提提供供とと介介⼊⼊のの効効果果評評価価  

 
研究分担者：塩野徳史（⼤阪⻘⼭⼤学 健康科学部看護学科 准教授） 
研究協⼒者：町登志雄（MASH ⼤阪）、宮⽥りりぃ（SWASH/MASH ⼤阪） 

隂⼭朋久、宮階真紀（公益財団法⼈エイズ予防財団/MASH ⼤阪） 
 

研研究究要要旨旨  
⼤阪地域ではコロナ禍の対応で混乱しつつ、⼤阪市と協働し、コミュニティセンターdista

での検査会『dista でピタッとちぇっくん』、⼤阪府と協働としクリニック検査『\0 性病検
査！頼れる街のお医者さん』を継続実施した。また新たにゆうそう検査は⼿法や時期につい
て試⾏錯誤を繰り返しながら実施した。⼤阪では HIV、梅毒ともに陽性結果は WEB 配布で
の利⽤者からのものであり、これまでリーチしにくかった層に届いている可能性がある。 

初年度に 142 キット、2 年度⽬に 200 キット、最終年度に 124 キットの配布ができ、総
計で 466 キット配布した。その結果、HIV 陽性件数は初年度が 2 件、2 年度⽬が 2 件、最
終年度が 2 件（総計で 6 件、2.6%）、梅毒の陽性件数は初年度が 14 件、2 年度⽬が 10 件、
最終年度が 17 件（総計で 41 件、17.7%、いずれも既往歴も含む）であった。検体を郵送し
た⼈のうち、96.6％~98.5%は結果画⾯にログインし、⾃⾝の結果を確認していたと考えら
れる。重複感染でわかった⼈は 3 年間で 2 名であった。 
 dista でピタッとちぇっくんでは令和 2 年度 114 ⼈で、HIV 新規陽性者 1 ⼈（0.9%）、梅
毒陽性者 15 ⼈（13.2%）であった。令和 3 年度は 144 ⼈で、HIV 新規陽性者 2 ⼈（1.4%）、
梅毒陽性者 20 ⼈（13.9%）であった。最終年度は、利⽤者は 171 ⼈で前年度より増加した。
HIV 新規陽性者 1 ⼈（0.6%）、梅毒陽性者 8 ⼈（4.7%）であった。 

\0 性病検査！頼れる街のお医者さんでは、令和 2 年度Ⅰ期が 224 ⼈利⽤し、HIV 陽性者
4 ⼈、梅毒陽性者 42 ⼈、B 型肝炎陽性者 4 ⼈、Ⅱ期は 126 ⼈利⽤し、HIV 陽性者 1 ⼈、梅
毒陽性者 28 ⼈、B 型肝炎陽性者 1 ⼈であった。令和 3 年度はⅠ期が 120 ⼈利⽤し、HIV 陽
性者 2 ⼈、梅毒陽性者 30 ⼈、B 型肝炎陽性者 0 ⼈、Ⅱ期は 113 ⼈利⽤し、HIV 陽性者 2
⼈、梅毒陽性者 21 ⼈、B 型肝炎陽性者 1 ⼈であった。最終年度は、Ⅰ期が 134 ⼈利⽤し、
HIV 陽性者 0 ⼈、梅毒陽性者 33 ⼈、B 型肝炎陽性者 2 ⼈、Ⅱ期は 131 ⼈利⽤し、HIV 陽
性者 1 ⼈、梅毒陽性者 38 ⼈、B 型肝炎陽性者 2 ⼈であった。 

新型コロナ感染症に伴う⾃粛や休業に対応しながらのゆうそう検査であったが、他の検
査機会を失うことなく、進⾏した。今後クリニック検査やセンターで実施している検査提供
プログラムと棲み分け法も考えつつ最適な検査提供モデルを検討していく必要がある。 
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AA..研研究究⽬⽬的的とと背背景景  

先⾏研究から、HIV 検査の選択肢を増や
すことは、検査⾏動の促進につながること
がいわれている。保健所の HIV 検査は⾮常
に重要であるが、地⽅都市や平⽇に保健所
に来所できないクライアントには時間の都
合や距離の遠さから不便さも伴う。また令
和 2 年 2 ⽉からの新型コロナ感染症拡⼤に
伴い、保健所での検査提供は 7 割以上減少
となっている。この減少を埋めるためにも
新たな検査機会での補完が急務となった。 

そこで、⼤阪地域では⾃⼰採⾎による検
体を送付しスクリーニング検査を受けるゆ
うそう検査のコミュニティセンターdista で
の対⾯配布、WEB 配布を実施した。MSM
が利⽤しやすい HIV・梅毒の検査の選択肢
を増やし、期間集中で配布を実施し、検査普
及における有効性の評価を⾏う。 

また⼤阪地域では⼤阪市と協働して、コ
ミュニティセンターdista での検査会『dista
でピタッとちぇっくん』、⼤阪府と協働とし
たクリニック検査『\0 性病検査！頼れる街
のお医者さん』も継続して実施した。 
 
BB..研研究究⽅⽅法法  

コミュニティセンターdista での検査会
『dista でピタッとちぇっくん』の⽅法は⼤
阪市と協働し、過去に報告した内容と同様
の⽅法で⾏った。曜⽇を固定し、隔⽉で 6 回
の検査を⾏った。外国⼈向けに通訳も配置
し、気軽に⽴ち寄れる雰囲気に配慮した。採
⾎の際や結果受取時の不安等、検査の前や
後の相談を⾏っており、初めての⼈やこれ
まで情報を届けられなかった層においては
性感染症に関する知識や情報を提供できる

機会も設けた。 
⼤阪府、⼤阪健康安全基盤研究所と協働

としたクリニック検査『\0 性病検査！頼れ
る街のお医者さん』は広報を担った。 

郵送検査キットは、コミュニティセンタ
ーdista での受け取り、イベント会場などで
の受け取り、WEB での受け取りの 3 つの⽅
法で配布した。 

なお、本研究は名古屋市⽴⼤学看護学部
研究倫理審査委員会に設置された倫理審査
委員会により承認を得た。 
 
CC..研研究究結結果果  
1）dista でピタッとちぇっくんの概要 

令和 2 年度は 114 ⼈で、HIV 新規陽性者
1 ⼈（0.9%）、梅毒陽性者 15 ⼈（13.2%）
であった。 

令和 3 年度は 144 ⼈で、HIV 新規陽性者
2 ⼈（1.4%）、梅毒陽性者 20 ⼈（13.9%）
であった。 

最終年度は、利⽤者は 171 ⼈で前年度よ
り増加した。HIV 新規陽性者 1 ⼈（0.6%）、
梅毒陽性者 8 ⼈（4.7%）であった。 
 
2) \0 性病検査！頼れる街のお医者さんの
概要 
 令和 2 年度はⅠ期が 224 ⼈利⽤し、HIV
陽性者 4 ⼈、梅毒陽性者 42 ⼈（うち既往 13
⼈）、B 型肝炎陽性者 4 ⼈であった。Ⅱ期は
126 ⼈利⽤し、HIV 陽性者 1 ⼈、梅毒陽性
者 28 ⼈（うち既往 18 ⼈）、B 型肝炎陽性者
1 ⼈であった。 
 令和 3 年度はⅠ期が 120 ⼈利⽤し、HIV
陽性者 2 ⼈、梅毒陽性者 30 ⼈、B 型肝炎陽
性者 0 ⼈であった。Ⅱ期は 113 ⼈利⽤し、
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HIV 陽性者 2 ⼈、梅毒陽性者 21 ⼈、B 型肝
炎陽性者 1 ⼈であった。 

最終年度は、Ⅰ期が 134 ⼈利⽤し、HIV
陽性者 0 ⼈、梅毒陽性者 33 ⼈（新規 5 ⼈）、
B 型肝炎陽性者 2 ⼈であった。Ⅱ期は 131
⼈利⽤し、HIV 陽性者 1 ⼈、梅毒陽性者 38
⼈（新規 2 ⼈）、B 型肝炎陽性者 2 ⼈であっ
た。 
 
3) ゆううそう検査 

令和 2 年度は総計 142 キットを配布した。
コミュニティセンターでの対⾯配布が 69
件、WEB での配布が 73 件であった。 

アンケートに回答したものは 103 名であ
った。また実際に検体を郵送会社に郵送し
たものは 87 名であった。96.6％が結果サイ
トにログインしていた。 

HIV 陽性件数は 2 件、梅毒の陽性件数は
14 件（既往歴も含む）であった。検体を郵
送した 87 名のうち、69 名（79.3％）はアン
ケート結果との連結に同意していた。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した
者 69 名の属性については、35 歳未満が
53.6％を占めた。⼤阪府の居住者が 63.8％、
兵庫県が 11.6％であった。⽣涯初の検査経
験割合は 21.7％であった。 

過去 1 年の検査経験がなかったものは全
体のうち 66.7％であった。MSM 対象の予
防啓発やコミュニティセンターのことをあ
まり知らなかった⼈は 30.4％を占めた。 

令和 3 年度は総計 200 キットを配布し、
実際に検体を郵送会社に郵送したものは 83
⼈であった。そのうち 97.6％が結果にログ
インしていた。HIV 陽性件数は 2 件（推定
新規陽性率 1.7%）、梅毒の陽性件数は 10 件
（既感染も含む）（推定新規陽性率 1.7%）

であった。検体を郵送した 83 ⼈のうち、60
⼈はアンケート結果との連結に同意してい
た。 

郵送検査利⽤者の属性については、対⾯
配布かつ ID 連結の同意を得た 22 名におい
ては、30 歳未満が 18.2％を占めた。近畿地
域の居住者が 95.5％であった。これまでの
検査経験がなかったものの割合は 13.6％で
あった。過去 1 年の検査経験がなかったも
のは全体のうち 63.6％であった。MSM 対
象の予防啓発やコミュニティセンターのこ
とをあまり知らない⼈・全く知らない⼈の
割合は 22.7％であった。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 38
⼈においては、30歳未満が15.8％を占めた。 
近畿地域の居住者が 89.5％であった。これ
までの検査経験がなかったものの割合は
15.8％であった。過去 1 年の検査経験がな
かったものは全体のうち 34.2％であった。 
MSM 対象の予防啓発やコミュニティセン
ターのことをあまり知らない⼈・全く知ら
ない⼈の割合は 39.5％であった。 

最終年度は dista 来場者への配布は 21 ⼈、
イベント会場では 29 ⼈が受け取り、WEB
では 74 ⼈に配布し、総計 124 キットを配
布した。このうち、郵送検査会社での受付数
は対⾯配布が 18 件（36.0%）であり、WEB
配布が 49 件（66.2%）であった。 

アンケートに回答したもので有効回答で
あったのは 125 ⼈であった。また実際に検
体を郵送会社に郵送したものは 67 ⼈であ
った。そのうち 98.5％が結果にログインし
ていた。HIV 陽性件数は 2 件（推定新規陽
性率 3.0%）、梅毒の陽性件数は 17 件（既感
染も含む）（推定新規陽性率 13.4%）であっ
た。 

－ 59 －



連動可能であった⼈数は少ないが、郵送
検査利⽤者の属性については、対⾯配布か
つ ID 連結の同意を得た 14 ⼈においては、
30 歳未満が 7.1％を占めた。近畿地域の居
住者が 85.7％であった。⽣涯初の検査経験
割合は 0.0％であった。過去 1 年の検査経験
がなかったものは全体のうち 14.3％であっ
た。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセ
ンターのことをあまり知らなかった⼈は
28.5％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 27
⼈においては、30歳未満が37.0％を占めた。
近畿地域の居住者が 70.4％であった。⽣涯
初の検査経験割合は 29.6％であった。過去
1 年の検査経験がなかったものは全体のう
ち 70.4％であった。MSM 対象の予防啓発
やコミュニティセンターのことをあまり知
らなかった⼈は 44.4％を占めた。 
 
DD..考考察察  

dista でピタッとちぇっくんの利⽤者は新
型コロナウイルス感染症が拡⼤し始めた令
和 2 年度から年々増加している。\0 性病検
査！頼れる街のお医者さんの利⽤者は令和
２年度のⅠ期はコロナ禍以前の 200 ⼈台で
あったが、２期は少なく、その後緩やかに増
加している。ゆうそう検査は⼿法や時期に
ついて試⾏錯誤を繰り返しながら、３年間
の利⽤率は 50.9%となった。 

コミュニティにとっては検査の選択肢を
増やすことに繋がっているものの、利⽤者
の増減があり、今後継続していくためには
ニーズを把握する必要がある。 

⼤阪では HIV、梅毒ともに陽性結果は
WEB 配布での利⽤者からのものであり、こ
れまでリーチしにくかった層に届いている

可能性がある。とはいえ、コミュニティセン
ターdista がないと個の活動の継続性は⾒込
めず、クリニック検査や dista でピタッとち
ぇっくんでも HIV 陽性の割合が維持されて
いることから、感染リスクがある⼈の中で
も検査機会の選択肢の利⽤ニーズは異なる
可能性がある。新型コロナ感染症に伴う⾃
粛宣⾔に対応しながらのゆうそう検査の進
⾏には困難、課題があったが、今後クリニッ
ク検査やセンターで実施している検査提供
プログラムと棲み分け法も考えつつ最適な
検査提供モデルを検討していく必要がある。 
 
EE..結結論論  

⼤阪地域ではコロナ禍の対応で混乱しつ
つも、⼤阪市と協働して、コミュニティセン
ターdista での検査会『dista でピタッとちぇ
っくん』、⼤阪府と協働としたクリニック検
査『\0 性病検査！頼れる街のお医者さん』
も継続して実施した。また新たにゆうそう
検査は⼿法や時期について試⾏錯誤を繰り
返しながら実施した。⼤阪では HIV、梅毒
ともに陽性結果は WEB 配布での利⽤者か
らのものであり、これまでリーチしにくか
った層に届いている可能性がある。 

初年度に 142 キット、2 年度⽬に 200 キ
ット、最終年度に 124 キットの配布ができ、
総計で 466 キット配布した。その結果、HIV
陽性件数は初年度が 2 件、2 年度⽬が 2 件、
最終年度が 2 件（総計で 6 件、2.6%）、梅毒
の陽性件数は初年度が 14 件、2 年度⽬が 10
件、最終年度が 17 件（総計で 41 件、17.7%、
いずれも既往歴も含む）であった。検体を郵
送した⼈のうち、96.6％~98.5%は結果画⾯
にログインし、⾃⾝の結果を確認していた
と考えられる。重複感染でわかった⼈は 3
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年間で 2 名であった。 
新型コロナ感染症に伴う⾃粛や休業に対

応しながらのゆうそう検査であったが、他
の検査機会を失うことなく、進⾏した。今後
クリニック検査やセンターで実施している
検査提供プログラムと棲み分け法も考えつ
つ最適な検査提供モデルを検討していく必
要がある。 
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表 1 郵送検査利⽤者の概要（令和 2 年度 -令和４年度） 

 

年度

地域

CBO

コミュニティセンター

a
対⾯配布数
WEB配布数

b
c

対⾯配布数(c対⾯/a対⾯) ( ) ( ) 18 ( 36.0% )
WEB配布数(cWEB/aWEB) ( ) ( ) 49 ( 66.2% )

d 84 ( 96.6% ) 81 ( 97.6% ) 66 ( 98.5% ) 231 ( 97.5% )

e 1 ( 1.1% ) 1 ( 1.2% ) 0 ( 0.0% ) 2 ( 0.8% )

f 2 ( 2.3% ) 2 ( 2.4% ) 2 ( 3.0% ) 6 ( 2.6% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 2.5 ( 2.9% ) 1.4 ( 1.7% ) 2.0 ( 3.0% )

g 1 ( 1.1% ) 4 ( 4.8% ) 0 ( 0.0% ) 5 ( 2.1% )

h 14 ( 16.3% ) 10 ( 12.7% ) 17 ( 25.4% ) 41 ( 17.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 6.4 ( 7.4% ) 1.3 ( 1.7% ) 9.0 ( 13.4% )

i 69 ( 79.3% ) 60 ( 72.3% ) 41 ( 61.2% ) 170 ( 71.7% )
j 事後アンケート回答者数（割合 j/c） ( ) 59 ( 71.1% ) 57 ( 85.1% )
k ( ) 44 ( 53.0% ) 37 ( 55.2% )

** すべての集計より再受検の重複は除いた。*** 空欄は研究デザインの都合上データはない。

□ HIV感染症
判定不能者数（割合 e/c）
陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒
判定不能者数（割合 g/c）
陽性数（割合 h/c）

67

54.0%

*重複感染（1名）

83

41.5%

*重複感染（2名）

追跡可能者数︔無料ID使⽤者数（割合 i/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算出し、（利⽤者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

結果確認者数︔結果画⾯のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

61.3% 50.9%
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利⽤率計︔配布数に占める利⽤者数(c/a)

*重複感染（1名）

計

配布数 466

298
利⽤者数︔郵送検査会社での受付数 87
受検者アンケート回答者数 103 10392

R2 R3 R4

⼤阪

mash⼤阪

dista

124
50
74

mash⼤阪

dista

200

dista

mash⼤阪

⼤阪 ⼤阪

69
73

142
132
68

－ 62 －


